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研究成果の概要（和文）：子どもの制作物の記録と観賞を行うアプリの質的な評価から得られた課題をもとに、家族の
記録を撮りためていくアプリ、ファミリー・ポートフォリオ（以下FP）を開発した。アプリの機能は、ポートフォリオ
の作成と省察により生じるFolio Thinkingを支援原理とした。具体的には、Reflection、Integration、Sharing of le
arningという項目に照らし、家族のポートフォリオをつくる、みる、家族新聞発行するフェーズと対応させた。FPで支
援する親の発達や成長は、「親性」という概念尺度を援用し、評価実践を行った。その結果、各機能が親性の向上に寄
与する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The authors developed a smartphone application “Family Portfolio” that records 
pictures of children and family with a comment and tags. The functions of the application aim at 
promoting “folio-thinking” that would occur through developing and reflecting on portfolios. 
Folio-thinking is deep learning that is composed of 1) reflection, 2) Integration, and 3) sharing of 
learning. “Family Portfolio” publishes a family newspaper automatically once a week based on the 
photographs which they accumulated during the week. The system aims to promote users to realize their 
development as a family, and would improve “Parent Awareness” and “Interpersonal Interaction Themes.” 
The results of evaluation experiments showed that using the application improved awareness of a parental 
role and of a child.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
都市化や核家族化、少子化、雇用環境の変

化等、子育てや家庭教育を取り巻く環境が変
動する中、文部科学省では、「家庭の教育力」
の低下を課題に挙げ、2011年には「家庭教育
支援の推進に関する検討委員会」を設置し、
子育てに関する親の学び促進、親の交流・地
域参画促進、親と学校との信頼の構築、地域
資材の活用力向上等、様々な取り組みが行わ
れている。 
「親としての発達」は、子育てスキルの獲

得にとどまらず、人格的社会的発達を含み、
子どもの成長発達にともないながら変化し、
家族を取り巻く社会の変化に対応しながら
親役割を再形成させていくものである。その
ためには、「子どもと向き合う」ことが必要
であり、親自身が省察的に考え、実践してい
くための「リフレクションを促す家族対話」
が重要であるという。省察的な家族対話が親
としての意識や子どもとの相互作用の変化
を、さらには子育ての楽しさへの気づきをも
たらし、親自身の自尊感情を高めるという。
このような親が発達し、成長していけるよう
持続可能な仕組みを作ることが求められて
いる。 
 
２．研究の目的 
 
家族は多様化しており、多様な支援が行わ

れているが、家庭の教育力向上のためには、
親自身が子育ての楽しさに気づき、発達して
いくことが重要であるという。そのために本
研究では、省察的な家族対話を引き出すよう
支援し、家族内において学び合い、親として
成長出来る場として機能するよう環境を構
築する。さらに、継続的かつ振り返る環境が
必要なことからポートフォリオによる支援
が適切であると考える。子どもの写真や映像、
日記等、成長記録を取りためるという日常の
行為を、ポートフォリオ研究の知見を適用す
ることで、親としての発達を促す学びにつな
げたいと考える。 
親の発達や成長は、「親性」という概念を

適用する。「親性」とは、「母性と父性とを統
合した性質で、親が自分の子どもを養い育て
ようとする性質」と定義されている。従来、
親の性質を表す用語として「母性」や「父性」
が用いられてきたが、ジェンダーフリーの概
念として「親性」という用語が広がりつつあ
る。大橋ほか（2010）は、「親性」がライフ
ステージとともに発達していくものとして、
育児期の親性尺度を作成し、自己への認識と
子どもへの認識とともにサブカテゴリーを
整理している（表 1）。 

以上から、本研究は、親性につながる親の
発達に重要な「親としての気づき」と「親子
の相互作用」を促す省察的な家族対話を引き
出すファミリー・ポートフォリオを構築し、
実践と評価を行うことを目的とする。 

表 1 親性尺度の要素 

自 己 へ

の認識 

「親役割の状態」 

子どもに接しながら、授乳や排泄の世話とい

った育児能力を身につけ、育児に関心を持ち

親としての役割に満足感を抱いている状態 

[a:子育てへの感情（欲求や充実感） 

b:子どもとの時間（対話や関わり）] 

「親役割以外の状態」 

夫や妻といった役割をもち社会で働く存在

認識を示し、自己肯定感や社会との関係性を

含む 

子 ど も

へ の 認

識 

子どもとの関係を育みながら、子どもの現在

と今後の成長・発達の様子の理解を深め、愛

情をいだきながら接している様子 

[c:子どもの内面（欲求や気持ち、性格や個性） 

d:子どもの発達（発育の段階や予測）] 

（大橋ほか（2010）より筆者作成） 

 
３．研究の方法 
 
本研究では、記録を残すことが親性にもた

らす可能性や課題を検討するために、まず、
子どもの写真や動画、日記等の成長記録の中
で、子どもの制作物を記録・観賞することに
着目した。池内（1999）は、絵画や作品をポ
ートフォリオ化することの効果について、ハ
ワード・ガードナーらのハーバード大学プロ
ジェクトゼロにおける一連の研究の知見を
まとめている。教育現場でポートフォリオ評
価法を用いることで、学習過程や成長をみる
ことが可能となり、教師自身が納得でき、保
護者にも提示することで評価の内容解説な
どできるという。さらに池内は、図画工作の、
立体造形物も含めたデジタル・ポートフォリ
オ評価方式の計画案を提示している。デザイ
ナーやアーティストのポートフォリオと異
なり、教育現場では下絵、反省なども入れる
ことが効果を高める。そこで、三次元の立体
作品も含めた多くの情報を取り入れるデジ
タル・ポートフォリオが提案されている。以
上のプロセスは、養育者である親にも当ては
まると考える。しかし、日常行っている成長
記録の活動と親の成長との関係性を検討す
る先行研究はみられない。そこで本研究では、
操作が容易なツールを用い、親が子どもの制
作物をデジタル・ポートフォリオ化すること
について検証する。子どもの制作物を記録・
観賞するアプリの実践を行い、半構造化イン
タビューによる質的に評価を行った。それら
の結果や課題をもとに、ファミリー・ポート
フォリオの要件を定義し、開発を行う。 
 
４．研究成果 
 
（1）ツクルミュージアムの実践と評価 
ここでは、アプリの活用により、絵画のみ

ならず、立体物等の多様な制作物、さらには
そのプロセスを記録し、観賞する活動が、親
の成長に影響をもたらすのか質的に検討す
ることを目的とする。 
【アプリの機能】 
スマートフォンアプリ“ツクルミュージア



ム”は、作品の写真とコメントを登録するこ
とにより展示室を作成・観賞できるスマート
フォンアプリである（SATO et al. 2014）。 
１）トップページでは、作品を撮りためると、
一覧が雲状にランダムに表示される。アプリ
初期画面をクリックすると２）作品リスト画
面が表示される（図 1）。 
２）作品リスト画面では、登録した作品がリ
スト表示される。「作品名」、「展示室名」、「制
作時期」ごとに表示でき、家族メンバーごと
に作品数を比べたり、時系列でこれまで制作
した作品を振り返ったりすることができる
（図 1）。右上の「＋」ボタンを押下すると、
３）作品登録画面が表示される。作品名を選
択すると、４）展示室が表示される。 

３）作品登録画面では、「作品名」、「作者名」、
「制作時期」、「展示室名」、「作品解説」を入
力する。「作者名」は、新規追加と同時に、
これまで入力した作者が候補としてリスト
表示される（図 2）。 
４）展示室では、登録した作品を鑑賞できる。
登録した写真と「作品名」、「作者名」、「制作
時期」「作品解説」が表示される（図 2）。 

図 2 作品登録画面・展示室画面 

  

1作品に対し、「作品名」、「作者

名」、「制作時期」、「展示室名」、

「作品解説」と７枚の写真を登

録する。 

１作品毎に、登録した写

真と「作品名」、「作者名」、

「制作時期」「作品解説」

が表示される。 

【活動のねらい】 
本研究では、“ツクルミュージアム”によ

る制作物を記録・観賞する活動から、親性の

要素「自己への認識‐親役割の状態」のサブ
カテゴリー[a:子育てへの感情（欲求や充実
感）b:子どもとの時間（対話や関わり）]と、
「子どもへの認識」のサブカテゴリー[c:子
どもの内面（欲求や気持ち、性格や個性）d:
子どもの発達（発育の段階や予測）]への影
響について検討する。 
【評価方法】 
＜調査協力者＞ 
 未就学園児～低学年児のいる親 9 人に“ツ
クルミュージアム”を１ヶ月間使用してもら
った。都合により対面でのインタビューが行
えなかった 1 名を外し、8 人（母 7 人・父 1
人）を分析対象とする。 
＜分析データ＞ 
 アプリ使用前と後に質問紙に回答しても
らった。事前では職業の有無、日常のパソコ
ンや携帯、SNS 等の活用状況、事後にはアプ
リと活動全般に関して 5段階評価でたずねる
ほか、アプリへの要望に関して自由記述の欄
を設けた。また、前後共通で家族の記録を行
う頻度、子どもと夫婦間との対話時間につい
てたずねた。 
使用後に一人ずつ 30～45 分程度の半構造

化インタビューを行った。質問項目は、親性
尺度を参考に、制作物の記録と観賞をするこ
とで、生じた変化やそのきっかけを特定する
ことを意図して設定した。本研究では、どの
ような機能に効果があるのか、親の資質によ
り差があるのか、さらにはアプリから派生す
る活動（対話や工夫）についても網羅する形
で把握するために、活用状況を見せてもらい
ながらのインタビューとした。 
【結果と考察】 
① 質問紙 
 調査協力者の属性は、全て正社員かパート
であった。全員が SNSのいずれかを使用して
おり、本アプリの操作に問題はないと考えた。
主にアプリに作品を掲載する子どもは、第一
子が 5組、第二子が３組であった。家族の記
録を行う頻度や対話時間は、事前・事後で殆
ど変化はなかった。 
 アプリの使用に関しては評価が高く、自由
記述では、「もともと写真を撮ることが好き
で、よく撮っていますが、『子どもの作品』
に目を向け続けることは気にとめてなかっ
たので楽しかったです。（親 B）」という記述
があった。また、ミュージアムとして保存さ
れることに付加価値を感じる記述もみられ
た。 
② インタビュープロトコル 
 インタビューでは、親性のサブカテゴリー
に関連した発言についてプロトコルデータ
より検討する。 
 【a: 子育てへの感情（欲求や充実感）】に
関しては、他の項目に比べ、発言数は少なか
った。しかし、親として子どもの成長を記録
する責任[親 B/D]やそれを確認する楽しさに
言及する発言[親 F/G]がみられた。さらに、
見返す楽しさに加え、子どもが作品に嬉しさ

図 1 トップページ・作品リスト画面 

  

スマートフォンで動作。

起動後、2）作品リスト画

面が表示。 

「作品名」、「展示室名」、「制

作時期」の表示ボタンにより、

作品の一覧が表示される。  



を感じ、そこから親自身の成長についても触
れていた[親 H]。 
 【b: 子どもとの時間（対話や関わり）】に
関する発言では、子どもの思い入れや気持ち
を聞いてコメント入力する[親 A]だけでなく、
展示室を一緒に見ながら課題を話し合う様
子もみられた[親 G]。子どもの方から作品を
記録してほしいというケースが多くあった
[親 E]。またパートナーへ情報共有する様子
もみられ[親 D]、家族の対話が増える様子が
うかがわれた[親 H]。 

【c:子どもの内面（欲求や気持ち、性格や
個性）】に関する発言では、制作物の写真を
振り返りながら子どもの工夫[親 A]や作品の
特徴[親 E]、子どもの意図通り作れなかった
様子[親 G]を語る内容があった。 

【d:子どもの発達（発育の段階や予測）】
に関する発言は、作品リストを見返すことで、
制作物の材料や描く対象、遊びが変化してい
ることから成長を実感している様子がみら
れた[親 B/D/H]。 

 
（2）ファミリー・ポートフォリオの開発 
 “ツクルミュージアム”による活動を分析
した結果、活動への意識や取り組み方の違い
があることが顕在化し、また、展示室の作成
や観賞が親性の「自己への認識－親役割の状
態：子育てへの感情（欲求や充実感）／子ど
もとの時間（対話や関わり）」「子どもへの認
識－子どもの内面（欲求や気持ち、性格や個
性）／子どもの発達（発達段階や予測）」に
寄与する可能性が示唆された。ただし、自己
への認識における「親役割以外の状態」につ
いては効果を示す結果を得られなかった。 
【設計指針】 
課題に対応すべく、教師支援等の研究で有

効性が明らかになっているポートフォリオ
により生じるフォリオシンキング（folio 
thinking）を支援原理に用い、ファミリー・
ポートフォリオの設計要件の検討を行った。
フォリオシンキング（folio thinking）の 3
つの原理をファミリー・ポートフォリオに照
らし合わせることで以下の要件を設定した。 
① リフレクション(reflection) 
 日々の出来事をリフレクションする 
 誰の出来事か、どんな種類の内容か、そ

の時の気持ちはどうであったかと結び
つけながらリフレクションを行うこと
で「親性」向上につなげる 

② 統合(Integration) 
 撮りためた記録を見ることで、親性に関

わる認識が統合される 
 時間軸のあるデータを見ることで、子ど

もや自身、家族の成長を実感する 
 多様な出来事を見つめなおすことで、そ

れぞれの成長の関連性を発見したり、ト
ータルで見る視点を持つ 

③ 他者と共有(Sharing of learning) 
 他者との共有を通して、より深い理解の

助けになる 

 親子や夫婦、家族全体でファミリー・ポ
ートフォリオを共有することで「親性」
項目への意識が向上される 

【アプリの機能】 
要件定義から、子どものこと、家族のこと、

自分自身のことを記録し振り返ることが可
能な「のこす」「みる」「家族 de 新聞」の機
能から構成されるポートフォリオアプリを
構築した。 
 トップ画面から以下 3つの処理を行う構成
になっている（図 3）。 
 

 

 

 
アイコン 

→クリックで起動 

起動画面 

・のこす →1) のこす画面へ 

・みる →2) みる画面へ 

・家族 de新聞 →3)新聞画面へ 

図 3 ファミリー・ポートフォリオアイコンとメニュー 

① のこす機能 
 「のこす」ボタンを押すと、のこす画面１
と２が表示され、スクロールで表示すること
ができる。 
 子どものこと、自身のこと、家事や育児で
やったこと、パートナーのこと、家族全体の
こと、ペットのことなどをコメントやカテゴ
リー、気持ちの情報を付加しながら保存する
（図 4）。 
 

  
日付：変更可能 

タイトル：記録のタイトル 

誰？：記録主体（複数可） 
画像：撮影 or写真選択 

コメント：記録内容 

カテゴリー：記録の種類 

気持ち：記録に対する気持

ち（新規追加可能） 

図 4 のこす画面 
 
② みる機能 
 「みる」ボタンを押すと、みる画面が表示
される。ボタンにより 4つの方法で表示され
る。子どものこと、自身のこと、家事や育児
でやったこと、パートナーのこと、家族全体
のこと、ペットのことなど、どんな記事が登



録されたか、振り返ることができる（図 5）。 

  
カテゴリーボタン 

カテゴリー毎にタイトルが

表示 

気持ちボタン 

気持ち毎にタイトルが表

示 

図 5 みる画面（カテゴリー順・気持ち順） 

 
③ 家族 de 新聞の発行機能 
 「家族 de 新聞」ボタンを押すと、新聞の
リスト画面が表示される。 
 1 週間の出来事が新聞となって自動発行さ
れる。週に 1度、新聞を見ながら家族のこと、
子どもの様子など、記事を見ながら家族で対
話をする（図 6）。 
 

  
1 週間の家族新聞 記事の集計表 

図 6 家族 de新聞画面 
 
【評価方法】 
＜調査協力者＞ 
 乳幼児期～小学生のいる家族 20 組（女性
20 名、男性 20名、計 40 名）に“ファミリー・
ポートフォリオ” を１ヶ月間使用してもら
った。モデルスケジュールを渡し、新聞発行
を 4 回、それに基づいた家族の対話時間を 4
回設けることを条件とした。週ごとに振返り
シートの記入を依頼し、記事の集計表をもと
に送付してもらった。事後アンケートの回答
まで完了した 16組（女性 16 名、男性 16 名、
計 32 名）を分析対象とする。 
＜分析データ＞ 
 アプリ使用前と後に質問紙に回答しても
らった。事前では「参加者属性」について、
事前事後共通では、「育児不安感」や「親性」
について、事後ではアプリと活動全般に関し
て 5段階評価でたずねるほか、アプリへの要
望に関して自由記述の欄を設けた。また、記
録頻度や家族の記録に対する意識について

たずねた。 
【結果と考察】 
＜アプリの評価結果＞ 
 各項目に対する 5件法（1.まったく違う 2.
違う 3.どちらともいえない 4.そのとおり 5. 
まったくそのとおり）の回答を肯定的な回答
（4,5）と否定的な回答（1,2,3）に分けて二
項検定を行った（表 2）。 
表 2 アプリ機能の評価結果（二項検定） 

 
① のこす機能について 
 調査項目では、「＜子どもの成長＞を振り
返ることができた。」については 1%水準で肯
定的な回答が有意な結果となった。 
 記録を残すことに関してポジティブな回
答をしている上位 20 名（以下：上位群）を
対象とすると、「＜育児＞について深く考え
ることができた。」が 0％水準で、「＜子ども
の成長＞について深く考えることができた。」
と「＜育児＞を振り返ることができた。」が
1％水準で、「＜子どもの成長＞について新た
に気づくことがあった。」が 5％水準で有意に
肯定的な回答が得られた。 
 自由記述からは、「意識して記録に残すこ
とによって、子どものことや家族のことを振
り返る機会ができて、とてもよかったです。」
や「記録に残すことを意識したため、日常の
いろんなことを気にかけるようになった。」
等、記録を残すことで、日々の生活にも意識
が向く様子が見られた。 
② みる機能について 
 調査項目では、「＜子どもの成長＞を振り
返ることができた。」については 1%水準で、



「＜育児＞を振り返ることができた。」が 5％
水準で有意に肯定的な回答が得られた。 
 上位群では、「＜子どもの成長＞について
新たに気づくことがあった。」が 0％水準で、
「＜子どもの成長＞について深く考えるこ
とができた。」が 1％水準で、「＜育児＞につ
いて新たに気づくことがあった。」が 5％水準
で有意に肯定的な回答が得られた。 
 自由記述からは、「イヤイヤ期がスタート
した時期だったので、その場ではこちらに余
裕がなくても振り返ることで冷静になれる
ことがあった」や「子供の成長を発見したり
振り返ることができてよかったです。」、「普
段は気付かないような子どもの成長に気付
くことが出来た。」等、みる機能が振返りに
つながり、新たな気づきをもたらす様子が見
られた。 
③ 家族 de 新聞発行機能について 
 調査項目では、「＜子どもの成長＞を振り
返ることができた。」については 1%水準で、
「＜子どもの成長＞について新たに気づく
ことがあった。」が 5％水準で肯定的な回答が
有意な結果となった。 
 上位群では、「＜子どもの成長＞について
深く考えることができた。」と「＜育児＞に
ついて深く考えることができた。」と「＜パ
ートナー（夫／妻）＞を振り返ることができ
た。」が 1％水準で、「＜育児＞を振り返るこ
とができた。」と「＜育児＞について新たに
気づくことがあった。」と「＜自分自身＞を
振り返ることができた。」が 5％水準で有意に
肯定的な回答が得られた。 
 自由記述からは、「自分が一緒に感じたり、
体験出来なかったことを、共有できたと思う」
や「どんな１週間だったか振り返ることがで
きてよかった。」、「妻と子供が日常なにをし
ているのか、なんとなくわかりました。」等、
お互いの不在時間の情報を共有することを
肯定的に受け止める様子が見られた。 
 
 以上、アプリの機能が「親性」に寄与する
可能性が示唆された。しかし、以下の様な課
題も挙げられる。 
 まず調査項目では、否定的な回答が多くみ
られる項目が 3 つあった。子どもについての
記録が行われることが多く、自分自身やパー
トナーのことも家族のポートフォリオとし
て蓄積するよう機能を設けていくことが課
題である。 
 自由記述からは、コメント欄の文字数が足
りないことに関して 3名からの指摘があった。
インタフェースを含め、検討していきたい。
また、新聞発行の期間が 1週間では短いとい
う指摘が 3名と、使用期間を長期で希望され
る方が 4 名いた。日常生活が多忙な夫婦に合
わせ、新聞発行期間や振返り頻度はカスタマ
イズできるよう検討したい。 
 今後は、多くの子育て期家族に使用しても
らうべく、改良したアプリをリリースする予
定である。 
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